
  

一 

 
 

 

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
障
害
者
自
立
支
援
法
第
三
十
六
条
第
三
項
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

第
三
十
六
条
第
五
項
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
五
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
の
改
正
規

定
中
『
「
応
じ
、
」
の
下
に
「
』
を
『
「
で
き
る
よ
う
」
の
下
に
「
、
障
害
者
等
の
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
」

を
、
「
応
じ
、
」
の
下
に
「
常
に
』
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
同
項
第
二
号
中
」
の
下
に
「
「
手
話
通

訳
等
」
を
「
意
思
疎
通
支
援
」
に
、
「
仲
介
す
る
」
を
「
支
援
す
る
」
に
改
め
、
」
を
加
え
、
「
次
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
七
号
中
「
手
話
通
訳
等
」
を
「
意
思

疎
通
支
援
」
に
改
め
る
。 



 

二 

 
第
一
条
の
う
ち
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
七
条
の
二
第
四
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
項
中
「
知
的

障
害
者
相
談
員
」
の
下
に
「
、
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
を
養
成
し
、
又
は
派
遣
す
る
事
業
の
関
係
者
」
を
加
え
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
七
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
、
第

六
号
」
を
加
え
、
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
「
係
る
事
業
」
の
下
に
「
及
び
特
に
専
門
性
の
高
い
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
を

養
成
し
、
又
は
派
遣
す
る
事
業
、
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の
派
遣
に
係
る
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
」
を
加
え
る
」
に
改

め
る
。 

 

第
一
条
中
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
八
条
第
三
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
八
十
八
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

２ 

市
町
村
障
害
福
祉
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

一 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項 

 
 

二 

各
年
度
に
お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支
援
又
は
指
定
計
画
相
談
支
援
の
種
類
ご
と
の
必
要

な
量
の
見
込
み 



  

三 

 
 

三 

地
域
生
活
支
援
事
業
の
種
類
ご
と
の
実
施
に
関
す
る
事
項 

 
 

第
八
十
八
条
第
三
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
前
項
」
を
「
前

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

二 

前
項
第
二
号
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支
援
又
は
指
定
計
画
相
談
支
援
及
び
同
項
第
三
号
の
地

域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項 

 

第
一
条
の
う
ち
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
八
十
八
条
の
二
中
「
前
条
第

二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
十
九
条
第
三
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
八
十
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二

項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

一 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項 

 
 

第
八
十
九
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 



 

四 

 
 

四 

地
域
生
活
支
援
事
業
の
種
類
ご
と
の
実
施
に
関
す
る
事
項 

 
 

第
八
十
九
条
第
三
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

四 
前
項
第
二
号
の
区
域
ご
と
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
地
域
相
談
支
援
及
び
同
項
第
四
号
の
地
域
生
活
支

援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項 

 

第
二
条
中
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
前
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

第
四
条
第
四
項
中
「
障
害
程
度
区
分
」
を
「
障
害
支
援
区
分
」
に
改
め
、
「
障
害
者
等
に
対
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
当
該
」
を
削
り
、
「
障
害
者
等
の
」
の
下
に
「
障
害
の
多
様
な
特
性
そ
の
他
の
」
を
、
「
状

態
」
の
下
に
「
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
標
準
的
な
支
援
の
度
合
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
中
第
十
七
項
を
第
十
六
項

と
し
、
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
改
正
規
定
中
「
第
十
八
項
」
の
下
に
「
を
第
十
七
項
と
し
、

同
条
第
十
九
項
中
「
精
神
障
害
者
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
生
活
に
移
行
す
る
た
め
に
重
点
的
な
支
援
を
必
要
と



  

五 

す
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
項
を
第
十
九
項

と
し
、
第
二
十
一
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
中
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
中
第
九
号
を
削
り
、

第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五

項
並
び
に
第
二
十
七
条
中
「
障
害
程
度
区
分
」
を
「
障
害
支
援
区
分
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
中
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
三
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

第
九
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
障
害
程
度
区
分
」
を
「
障
害
支
援
区
分
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
四
条
の
十
一
第
一
項
の
改
正
規

定
及
び
同
法
第
二
十
四
条
の
三
十
第
一
項
の
改
正
規
定
中
『
「
応
じ
、
」
の
下
に
「
』
を
『
「
で
き
る
よ
う
」
の
下
に
「
、
障

害
児
及
び
そ
の
保
護
者
の
意
思
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
る
と
と
も
に
」
を
、
「
応
じ
、
」
の
下
に
「
常
に
』
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
中
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
十
五
条
の
四
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
次



 

六 

の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
市
町
村
は
」
の
下
に
「
、
知
的
障
害
者
の
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
し
つ
つ
」
を
加
え
、
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
五
条
の
四
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
附
則
第
八
条
」
を
「
附
則
第
十
条
及
び
第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
附
則
第
四
条

か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
及
び
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
四
条
」
を
「
附
則
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、

第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
及
び
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
五
条
を
附
則
第
二
十
七
条
と
し
、
附
則
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

附
則
第
十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
激
甚じ

ん

災
害
に
対

処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
」
を
付
し
、
附
則
第
十
四
条
を
附
則
第
十
六
条
と
し
、
附

則
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

附
則
第
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
労
働
者
災
害
補
償



  

七 

保
険
法
等
の
一
部
改
正
）
」
を
付
す
る
。 

 

附
則
第
八
条
中
「
附
則
第
三
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
、
「
第
十
四
条
及
び
第
二
十
三
条
」
を
「
第
十
六
条
及
び
第
二
十

五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
条
と
し
、
附
則
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

附
則
第
四
条
中
「
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
（
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
」

に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
六
条 

平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
一
部

施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
申
請

に
つ
い
て
適
用
し
、
一
部
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
六
年
改
正
前
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二

十
四
条
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

２ 

平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
部
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
六
年
改
正
前
障
害
者
総
合
支
援
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
決
定
の
効
力

を
有
す
る
期
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



 

八 

 
附
則
第
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
障
害
者
自
立
支
援
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）
」
を
付
す
る
。 

 

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
障
害
程
度
区
分
」
を
「
障
害
支
援
区
分
」
に
改
め
、
「
支
給
決
定
の
在
り
方
」
の
下
に
「
、
障
害

者
の
意
思
決
定
支
援
の
在
り
方
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
観
点
か
ら
の
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
の
在
り
方
」
を
、

「
対
す
る
支
援
の
在
り
方
」
の
下
に
「
、
精
神
障
害
者
及
び
高
齢
の
障
害
者
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
」
を
加
え
、
同
条
を
附

則
第
三
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
適
切
な
障
害
支
援
区
分
の
認
定
の
た
め
の
措
置
） 

第
二
条 

政
府
は
、
障
害
支
援
区
分
（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障

害
支
援
区
分
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
定
が
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
い
う
知
的
障
害
者
及
び
精
神
障

害
者
（
平
成
二
十
六
年
改
正
後
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
を
い
う
。
）
の
特
性
に
応
じ

て
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
の
制
定
に
当
た
っ
て
の
適
切
な
配
慮



  

九 

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
八
条 

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

附
則
第
三
十
六
条
中
「
附
則
第
九
条
第
十
四
号
及
び
第
十
条
第
六
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
四
号
及
び
第
十
二
条
第

六
号
」
に
改
め
る
。 


